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地
域
ア
カ
デ
ミ
ア
Ｗ
ｅ
ｂ
講
座

地
域
歴
史
講
座
「
和
田
合
戦
」

第
１
回

鎌
倉
殿
侍
別
当
和
田
義
盛
を
め
ぐ
っ
て

二
〇
二
四
年
一
一
月
二
日

高
橋

秀
樹

三
浦
義
明
︱
︱
義
宗
︱
︱
義
盛
︱
︱
常
盛

︱
義
茂

︱
義
秀

︱
宗
実

︱
義
直

︱
義
胤

︱
義
重

︱
義
長
︱
︱
胤
長

︱
義
澄
︱
︱
義
村
︱
︱
泰
村

︱
義
連
︱
︱
盛
連

一
、
和
田
義
盛
の
生
い
立
ち
と
「
三
浦
ノ
長
者
」

①
『
吾
妻
鏡
』
建
保
元
年
（
一
二
一
三
）
五
月
三
日
条

父
義
盛
〈
年
六
十
七
〉
殊
に
嘆
息
す
。

→
久
安
三
年
（
一
一
四
七
）
生
ま
れ
。
諸
系
図
に
よ

れ
ば
、
父
は
三
浦
義
明
の
一
男
杉
本
義
宗
。
続
群
書
類
従
本
和
田
系
図
は
「
母
遊
女
字
玉
」
と
す
る
。

②
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
第
二
末

嫡
子
杉
本
太
郎
義
宗
は
、
長
寛
元
年
の
秋
軍
に
、
安
房
国
長
狭
城
責

め
と
て
、
大
事
の
手
負
い
て
、
三
浦
に
帰
り
て
百
日
に
満
た
ざ
る
に
、
卅
九
に
て
死
に
け
り
。

→
義
盛
十
七
歳
の
長
寛
元
年
（
一
一
六
三
）
に
父
義
宗
は
安
房
国
の
長
狭
氏
と
の
戦
の
怪
我
が
も
と
で

死
去
す
る
。
義
盛
に
は
弟
義
茂
・
宗
実
ら
も
い
た
。
父
の
死
後
、
義
盛
兄
弟
は
祖
父
義
明
の
庇
護
を

受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
父
の
苗
字
地
杉
本
は
相
模
国
鎌
倉
郡
。
結
婚
に
と
も
な
い
義
明
か
ら
独
立

し
て
「
和
田
」
の
地
に
居
住
し
、「
和
田
」
を
名
乗
る
。
兄
弟
も
「
和
田
」
を
称
し
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
義
宗
の
時
代
か
ら
こ
の
家
系
が
「
和
田
」
の
地
を
領
有
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

○
和
田
の
所
在
地
を
め
ぐ
っ
て

通
説
︙
相
模
国
三
浦
郡
和
田
（
現
、
三
浦
市
初
声
町
和
田
）

石
井
進
説
︙
武
蔵
国
金
沢
郷
の
「
和
田
の
谷
」（
現
、
横
浜
市
金
沢
区
六
浦
）

杉
本
と
朝
比
奈
切
通

で
結
ば
れ
て
い
る
。

←
朝
比
奈
切
通
の
掘
削
は
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
で
あ
り
、
義
盛
の
時
代
で
は
な
い
。「
朝
比
奈
峠
」

の
地
名
は
十
七
世
紀
半
ば
の
紀
行
文
『
金
兼
藁
』
ま
で
し
か
遡
れ
な
い
。
義
盛
の
子
朝
夷
三
郎
義
秀

の
苗
字
地
は
安
房
国
朝
夷
郡
で
あ
る
。
三
浦
氏
の
苗
字
地
は
大
字
以
上
の
規
模
の
地
名
な
の
に
対
し

て
、「
和
田
の
谷
」
は
谷
戸
状
の
地
の
通
称
地
名
に
過
ぎ
な
い
。
武
蔵
国
が
本
拠
だ
と
す
る
と
武
蔵

国
（
平
家
）
の
国
衙
軍
制
に
従
わ
な
い
と
い
け
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
石
井
説
は
成
立
し
な
い
。

③
『
平
治
物
語
』（
陽
明
文
庫
本
）
上

義
朝
た
の
む
所
の
つ
は
も
の
ど
も
に
は
、
嫡
子
悪
源
太
義
平
十

九
歳
、
次
男
中
宮
大
夫
進
朝
長
十
六
歳
、
三
男
兵
衛
佐
頼
朝
十
二
歳
、
義
朝
が
舎
弟
三
郎
先
生
義
章
・
同

十
郎
義
盛
・
伯
父
陸
奥
六
郎
義
隆
・
信
濃
源
氏
平
賀
四
郎
義
信
、
郎
等
に
は
、
鎌
田
兵
衛
正
清
・
三
浦
介

二
郎
義
澄
・
山
内
首
藤
刑
部
丞
俊
通
・
子
息
滝
口
俊
綱
・
長
井
斎
藤
別
当
実
盛
・
信
濃
国
の
住
人
片
切
小

八
郎
大
夫
景
重
・
上
総
介
八
郎
広
常
・
近
江
国
の
住
人
佐
々
木
源
三
秀
義
、
こ
れ
ら
を
は
じ
め
と
し
て
、
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そ
の
勢
、
二
百
余
騎
に
は
す
ぎ
ざ
り
け
り
。

→
平
治
元
年
（
一
一
五
九
）
の
平
治
合
戦
に
は
三
浦
義
澄
が
源
義
朝
に
従
軍
。
そ
の
位
置
づ
け
は
側
近

鎌
田
正
清
の
次
。
他
の
家
人
の
顔
ぶ
れ
か
ら
見
て
も
、
義
澄
が
義
明
の
後
継
者
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
た
。「
嫡
子
」
は
一
男
の
意
味
で
あ
り
、
後
継
者
の
意
味
で
は
な
い
。
義
宗
は
義
明
の
一
男
で
は

あ
っ
た
が
、
後
継
者
と
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
母
親
は
不
明
な
が
ら
、
そ
の
出
自
の
問
題
か
。

④
『
愚
管
抄
』（
慈
円
の
歴
史
書
）
巻
六

実
朝
ハ
又
関
東
ニ
不
思
議
イ
デ
キ
テ
、
我
ガ
館
ミ
ナ
焼
レ
テ

ア
ヤ
ウ
キ
事
有
ケ
リ
。
義
盛
左
衛
門
ト
云
三
浦
ノ
長
者
、
義
時
ヲ
深
ク
ソ
ネ
ミ
テ
ウ
タ
ン
ノ
志
有
ケ
リ
。

→
建
保
元
年
に
義
盛
が
三
浦
一
族
の
族
長
だ
っ
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
研
究
者
が
多
い
。
義
盛
六
十

七
歳
に
対
し
て
、
三
浦
義
村
は
四
十
六
歳
。

←
貴
族
社
会
・
寺
院
社
会
に
い
る
慈
円
が
「
長
者
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。『
愚

管
抄
』
の
中
で
「
長
者
」
は
四
十
か
所
以
上
、
藤
氏
長
者
を
さ
す
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
貴
族
社

会
に
お
け
る
「
長
者
」
と
は
、
出
自
集
団
で
あ
る
「
氏
」
や
そ
の
分
節
で
あ
る
「
一
門
」
の
始
祖
を
ま

つ
る
寺
院
と
そ
こ
で
の
仏
事
を
管
轄
し
、
そ
の
費
用
負
担
を
構
成
員
に
分
配
す
る
役
割
を
も
ち
、
構
成

員
中
の
最
高
官
位
者
が
順
番
に
就
い
て
い
く
傍
系
的
な
継
承
方
法
を
と
る
。
年
長
で
政
治
的
地
位
が
高

い
義
盛
を
、
貴
族
社
会
に
な
ぞ
ら
え
て
、
三
浦
一
門
の
「
長
者
」
と
捉
え
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
慈
円
が

三
浦
一
族
の
実
態
を
知
っ
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。
→
慈
円
の
表
現
を
過
大
評
価
し
て
は
い
け
な
い
。

二
、
鎌
倉
殿
侍
別
当

⑤
『
吾
妻
鏡
』
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
十
一
月
十
七
日
条

ま
た
和
田
義
盛
侍
所
別
当
に
補
す
。
こ
れ

去
る
八
月
石
橋
合
戦
の
後
、
安
房
国
に
赴
か
し
め
給
う
の
時
、
御
安
否
未
定
の
処
、
義
盛
こ
の
職
を
望
み

申
す
の
間
、
御
許
諾
有
り
。
よ
っ
て
今
上
首
を
閣
き
仰
せ
ら
る
と
云
々
。

さ
し
お

※
頼
朝
が
佐
竹
討
伐
か
ら
鎌
倉
に
戻
っ
た
日
。

⑥
『
吾
妻
鏡
』
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
二
月
五
日
条

陰
り
。
和
田
左
衛
門
尉
侍
所
別
当
に
還
補
す
。

義
盛
治
承
四
年
関
東
最
初
に
こ
の
職
に
補
す
る
の
処
、
建
久
三
年
に
至
り
、
景
時
一
日
そ
の
号
を
仮
る
べ

き
の
由
懇
望
す
る
の
間
、
義
盛
服
暇
の
次
を
も
っ
て
白
地
に
こ
れ
を
補
せ
ら
る
。
し
か
る
を
景
時
姦
謀
を

廻
ら
し
、
今
に
こ
の
職
に
居
す
る
な
り
。
景
時
元
は
所
司
た
り
と
云
々
。

⑦
『
吾
妻
鏡
』
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
四
月
二
十
一
日
条

お
よ
そ
和
田
小
太
郎
義
盛
と
梶
原
平
三
景

時
と
は
、
侍
別
当
・
所
司
な
り
。
よ
っ
て
舎
弟
両
将
を
西
海
に
発
遣
せ
ら
る
る
の
時
、
軍
士
等
の
事
奉
行

せ
し
め
ん
が
た
め
、
義
盛
を
参
州
（
源
範
頼
）
に
付
け
ら
れ
、
景
時
を
廷
尉
（
源
義
経
）
に
付
け
ら
る
る

の
処
、
参
州
は
本
よ
り
武
衛
（
源
頼
朝
）
の
仰
せ
に
乖
か
ざ
る
に
よ
り
、
大
少
の
事
常
胤
・
義
盛
等
に
示

そ
む

し
合
わ
す
。
廷
尉
は
自
専
の

慮

を

挿

み
、
か
つ
て
御
旨
を
守
ら
ず
。
偏
に
雅
意
に
任
せ
、
自
由
の

お
も
ん
ぱ
か

さ
し
は
さ

張
行
を
致
す
の
間
、
人
々
恨
み
を
成
す
。
景
時
に
限
ら
ず
と
云
々
。

⑧
佐
々
木
文
書
（
個
人
蔵
、
鹿
児
島
県
歴
史
・
美
術
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
寄
託
）

元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
七
月
十
五
日
付
け
鎌
倉
殿
侍
別
当
下
文

下
す

肥
前
国
御
家
人
等
の
所

早
く
廻
文
の
旨
に
任
せ
、
来
た
る
八
月
十
五
日
以
前
に
門
司
関
に
参
会
す
べ
き
事
。

砥
川
四
郎
〈
奉
〉

同
太
郎

鳥
屋
六
郎
〈
奉
〉

砥
川
九
郎
〈
奉
〉

（
四
十
二
名
略
）

有
馬
二
郎
〈
奉
〉

有
マ
三
郎
〈
奉
〉
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右
、
御
家
人
等
、
鎌
倉
殿
催
し
参
る
べ
き
の
由
、
仰
せ
下
す
所
な
り
。
よ
っ
て
お
の
お
の
用
意
を
加
え
、

来
た
る
八
月
十
五
日
以
前
に
門
司
関
に
参
会
せ
し
め
給
う
べ
き
な
り
。
も
し
対
捍
致
さ
し
む
る
の
輩
は
、

兼
日
参
府
せ
し
め
、
子
細
を
申
さ
し
め
給
う
べ
き
の
状
、
件
の
如
し
。

元
暦
二
年
七
月
十
五
日

鎌
倉
殿
侍
別
当
平
朝
臣
（
花
押
）

※
三
月
二
十
四
日
平
家
壇
の
浦
で
滅
亡
。
五
月
八
日
幕
府
義
盛
に
西
国
御
家
人
交
名
の
注
進
を
命
ず
。
七

月
十
二
日
狼
藉
の
訴
え
に
よ
り
幕
府
範
頼
の
召
還
を
決
め
る
。
八
月
二
十
四
日
下
河
辺
行
平
九
州
よ
り

鎌
倉
に
戻
る
。

⑨
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
第
二
末

（
※
安
房
で
頼
朝
と
合
流
し
て
）
和
田
小
太
郎
が
申
し
け
る
は
、
父

も
死
ね
、
子
孫
も
死
ね
ば
死
ね
。
只
今
君
を
見
奉
り
つ
れ
ば
、
其
に
過
ぎ
た
る
悦
び
な
し
。
今
は
本
意
を

遂
げ
む
事
疑
い
有
る
べ
か
ら
ず
。
君
今
は
只
侍
共
に
国
々
を
分
か
ち
給
う
べ
し
。
義
盛
に
は
侍
の
別
当
を

給
う
べ
し
。
上
総
守
忠
清
が
平
家
よ
り
八
ケ
国
の
侍
の
別
当
を
給
い
て
、
持
ち
な
さ
れ
し
が
、
う
ら
や
ま

し
く
候
し
に
と
申
し
け
れ
ば
、
兵
衛
佐
は
所
宛
て
余
り
に
早
し
と
よ
と
て
咲
い
け
り
。

わ
ら

○
貴
族
社
会
に
お
け
る
侍
所
は
、
家
政
機
関
で
あ
る
政
所
の
下
部
組
織
。
頼
朝
の
侍
所
も
政
所
の
成
立
と

不
可
分
の
は
ず
。
文
治
元
年
四
月
二
十
七
日
の
叙
従
二
位
か
ら
政
所
下
文
が
残
る
文
治
三
年
十
月
二
十
九

日
ま
で
の
間
の
い
ず
れ
か
の
時
期
に
侍
所
が
成
立
か
。

○
な
ぜ
『
吾
妻
鏡
』
は
治
承
四
年
十
一
月
十
七
日
条
に
侍
所
別
当
補
任
記
事
を
置
い
た
の
か
？

⑩
『
吾
妻
鏡
』
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
八
月
四
日
条

平
六
兵
衛
尉
義
村
土
佐
国
守
護
職
に
補
す
と
云

々
。

⑪
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
「
香
宗
我
部
家
伝
証
文
」（
建
仁
三
年
）
八
月
四
日
付
け
北
条
時
政
書
状

土
左
中
太
明
道
の
事
、
二
か
条
の
事
、
申
状
具
に
も
っ
て
見
給
い
了
ん
ぬ
。

一
、
当
国
深
渕
・
香
宗
我
部
両
郷
地
頭
職
の
方
、
前
司
の
時
、
庁
宣
を
給
わ
り
了
ん
ぬ
。
然
れ
ば
、
新

司
何
ぞ
違
乱
有
る
べ
く
候
か
な
。

一
、
須
留
田
別
府
莬
田
保
は
、
香
宗
我
部
郷
の
最
中
た
る
の
由
在
庁
の
勘
状
一
見
を
加
え
候
い
了
ん
ぬ
。

然
れ
ば
、
且
つ
は
故
殿
の
御
下
文
を
守
り
、
且
つ
は
在
庁
の
勘
状
に
任
せ
、
明
道
を
し
て
知
行
せ
し

む
べ
し
。
限
り
有
る
の
所
に
至
っ
て
は
、
仰
せ
合
わ
せ
し
め
給
う
べ
き
の
状
件
の
如
し
。

八
月
四
日

遠
江
守
（
花
押
）

平
六
兵
衛
尉
殿

「
建
仁
三
年
」

→
『
吾
妻
鏡
』
は
職
掌
が
窺
え
る
文
書
か
ら
、
同
日
付
け
の
任
命
記
事
を
作
文
す
る
編
纂
手
法
を
と
っ
て

い
る
。
治
承
四
年
十
一
月
十
七
日
条
の
侍
所
別
当
補
任
記
事
も
、
佐
竹
合
戦
後
の
戦
後
処
理
の
過
程
で

義
盛
が
御
家
人
を
管
理
し
て
い
る
よ
う
な
内
容
の
文
書
が
編
纂
段
階
に
は
存
在
し
、
そ
れ
を
原
史
料
と

し
て
補
任
記
事
を
創
作
的
に
作
成
し
た
か
。「
侍
別
当
」
を
後
代
の
「
侍
所
別
当
」
に
置
き
換
え
た
。

【
参
考
文
献
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石
井
進
「
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世
六
浦
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八
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年
）

高
橋
秀
樹
『
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家
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』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）

高
橋
秀
樹
「
鎌
倉
殿
侍
別
当
和
田
義
盛
と
和
田
合
戦
」（『
三
浦
一
族
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一

六
年
）

高
橋
秀
樹
『
三
浦
義
村
』（
人
物
叢
書
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
三
年
）


